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【届出の対象とした募集（売出）有価証

券の種類】

株式

【届出の対象とした募集（売出）金額】 一般募集 27,165,499,000円

オーバーアロットメントによる売出し 4,289,999,000円
 

(注) １　募集金額は、発行価額の総額であり、平成27年２月27日

（金）現在の株式会社東京証券取引所における当社普通株

式の終値を基準として算出した見込額であります。

ただし、今回の募集の方法は、引受人が発行価額にて買取

引受けを行い、当該発行価額と異なる価額（発行価格）で

一般募集を行うため、一般募集における発行価格の総額は

上記の金額とは異なります。

２　売出金額は、売出価額の総額であり、平成27年２月27日

（金）現在の株式会社東京証券取引所における当社普通株

式の終値を基準として算出した見込額であります。

【安定操作に関する事項】 １　今回の募集及び売出しに伴い、当社の発行する上場株式につい

て、市場価格の動向に応じ必要があるときは、金融商品取引法施

行令第20条第１項に規定する安定操作取引が行われる場合があり

ます。

２　上記の場合に安定操作取引が行われる取引所金融商品市場を開設

する金融商品取引所は、株式会社東京証券取引所であります。

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
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第一部 【証券情報】

 

第１ 【募集要項】

 

１ 【新規発行株式】

種類 発行数 内容

普通株式 100,000,000株
権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株
式であり、単元株式数は、1,000株であります。

 

(注) １　平成27年３月９日（月）付の取締役会決議によります。

２　本募集（以下「一般募集」という。）に伴い、その需要状況等を勘案し、15,000,000株を上限として、一般

募集の主幹事会社であるＳＭＢＣ日興証券株式会社が当社株主である日本観光免税株式会社（以下「貸株

人」という。）より借り入れる当社普通株式の売出し（以下「オーバーアロットメントによる売出し」とい

う。）を行う場合があります。

オーバーアロットメントによる売出し等の内容に関しましては、後記「募集又は売出しに関する特別記載事

項　１　オーバーアロットメントによる売出し等について」をご参照ください。これに関連して、当社は平

成27年３月９日（月）付の取締役会において、一般募集とは別に、ＳＭＢＣ日興証券株式会社を割当先とす

る第三者割当による当社普通株式15,000,000株の新規発行（以下「本第三者割当増資」という。）を決議し

ております。その内容に関しましては、後記「募集又は売出しに関する特別記載事項　２　本第三者割当増

資について」をご参照ください。

３　一般募集に関連してロックアップに関する合意がなされておりますが、その内容に関しましては、後記「募

集又は売出しに関する特別記載事項　４　ロックアップについて」をご参照ください。

４　振替機関の名称及び住所

株式会社証券保管振替機構

東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号

　

２ 【株式募集の方法及び条件】

平成27年３月16日（月）から平成27年３月18日（水）までの間のいずれかの日（以下「発行価格等決定日」とい

う。）に決定される発行価額にて後記「３　株式の引受け」欄に記載の引受人は買取引受けを行い、当該発行価額と

異なる価額（発行価格）で一般募集を行います。引受人は払込期日に発行価額の総額を当社に払込み、一般募集にお

ける価額（発行価格）の総額との差額は引受人の手取金とします。当社は引受人に対して引受手数料を支払いませ

ん。

(1) 【募集の方法】

区分 発行数 発行価額の総額 (円) 資本組入額の総額 (円)

株主割当 ― ― ―

その他の者に対する割当 ― ― ―

一般募集 100,000,000株 27,165,499,000 13,582,749,500

計 (総発行株式) 100,000,000株 27,165,499,000 13,582,749,500
 

(注) １　全株式を金融商品取引業者の買取引受けにより募集します。

２　発行価額の総額は、引受人の買取引受けによる払込金額の総額であります。

３　資本組入額の総額は、会社法上の増加する資本金の額であり、会社計算規則第14条第１項に従い算出される

資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上

げるものとします。また、増加する資本準備金の額は、当該資本金等増加限度額から上記の増加する資本金

の額を減じた額とします。

４　発行価額の総額及び資本組入額の総額は、平成27年２月27日（金）現在の株式会社東京証券取引所における

当社普通株式の終値を基準として算出した見込額であります。
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(2) 【募集の条件】

発行価格 (円)
発行価額

(円)

資本
組入額
(円)

申込
株数単位

申込期間
申込
証拠金
(円)

払込期日

未定
(注)１、２

発行価格等決定
日の株式会社東
京証券取引所に
おける当社普通
株式の終値（当
日に終値のない
場合は、その日
に先立つ直近日
の 終 値 ） に
0.90～1.00 を 乗
じた価格（１円
未 満 端 数 切 捨
て）を仮条件と
します。

未定
(注)１、２

未定
(注)１

1,000株
自　平成27年３月19日(木)
至　平成27年３月20日(金)

(注)３

１ 株 に
つ き 発
行 価 格
と 同 一
の金額

平成27年３月25日(水)
(注)３

 

(注) １　日本証券業協会の定める有価証券の引受け等に関する規則第25条に規定される方式により、上記仮条件によ

る需要状況等を勘案した上で、平成27年３月16日（月）から平成27年３月18日（水）までの間のいずれかの

日（発行価格等決定日）に、一般募集における価額（発行価格）を決定し、併せて発行価額（払込金額であ

り、当社が引受人より１株当たりの新株式払込金として受取る金額）及び資本組入額を決定いたします。な

お、資本組入額は、前記「(1) 募集の方法」に記載の資本組入額の総額を前記「(1) 募集の方法」に記載の

一般募集における新株式発行数で除した金額とします。

今後、発行価格等（発行価格、発行価額、資本組入額、売出価格及び引受人の手取金をいい、以下「発行価

格等」という。）が決定された場合は、発行価格等及び発行価格等の決定に伴い連動して訂正される事項

（発行価額の総額、資本組入額の総額、差引手取概算額、本第三者割当増資の手取概算額上限、手取概算額

合計上限、手取金の使途、本新株予約権の払込金額の総額と本新株予約権の行使に際して出資される財産の

価額の合計額を合わせた手取概算額、（ご参考）本新株予約権の手取金の使途、オーバーアロットメントに

よる売出しの売出数、オーバーアロットメントによる売出しの売出価額の総額、本新株予約権の発行価額の

総額、本新株予約権の発行価格及び本新株予約権の行使時の払込金額をいい、以下「発行価格等の決定に伴

い連動して訂正される事項」という。）について、目論見書の訂正事項分の交付に代え、発行価格等決定日

の翌日付の日本経済新聞及び発行価格等の決定に係る有価証券届出書の訂正届出書の提出後から申込期間の

末日までの期間中のインターネット上の当社ウェブサイト（［URL］http://www.laox.co.jp/）（以下「新

聞等」という。）において公表します。なお、発行価格等が決定される前に有価証券届出書の記載内容につ

いて訂正が行われる場合には、目論見書の訂正事項分が交付されます。また、発行価格等の決定に際し、発

行価格等及び発行価格等の決定に伴い連動して訂正される事項以外の記載内容についての訂正が含まれる場

合には、目論見書の訂正事項分が交付され、新聞等による公表は行いません。

２　前記「２　株式募集の方法及び条件」の冒頭に記載のとおり、発行価格と発行価額とは異なります。発行価

格と発行価額との差額の総額は、引受人の手取金となります。

３　申込期間及び払込期日については、上記のとおり内定しておりますが、発行価格等決定日において正式に決

定します。なお、上記申込期間及び払込期日については、需要状況等を勘案した上で繰り上げることがあり

ます。当該需要状況等の把握期間は、最長で平成27年３月13日（金）から平成27年３月18日（水）までとし

ておりますが、実際の発行価格等の決定期間は、平成27年３月16日（月）から平成27年３月18日（水）まで

としております。

したがいまして、

①　発行価格等決定日が平成27年３月16日（月）の場合、申込期間は「自　平成27年３月17日（火）　至　

平成27年３月18日（水）」、払込期日は「平成27年３月24日（火）」

②　発行価格等決定日が平成27年３月17日（火）の場合、申込期間は「自　平成27年３月18日（水）　至　

平成27年３月19日（木）」、払込期日は「平成27年３月24日（火）」

③　発行価格等決定日が平成27年３月18日（水）の場合、上記申込期間及び払込期日のとおり、

となりますので、ご注意ください。

４　申込みの方法は、申込期間内に後記申込取扱場所へ申込証拠金を添えて申込みをするものとします。

５　申込証拠金のうち発行価額相当額は、払込期日に新株式払込金に振替充当します。

６　申込証拠金には、利息をつけません。
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７　株式の受渡期日は、払込期日の翌営業日であります。

したがいまして、

①　発行価格等決定日が平成27年３月16日（月）の場合、受渡期日は「平成27年３月25日（水）」

②　発行価格等決定日が平成27年３月17日（火）の場合、受渡期日は「平成27年３月25日（水）」

③　発行価格等決定日が平成27年３月18日（水）の場合、受渡期日は「平成27年３月26日（木）」

となりますので、ご注意ください。

株式は、受渡期日から売買を行うことができます。

社債、株式等の振替に関する法律の適用により、株式の売買は、振替機関又は口座管理機関における振替口

座での振替えにより行われます。

　

(3) 【申込取扱場所】

後記「３　株式の引受け」欄の金融商品取引業者及びその委託販売先金融商品取引業者の本店並びに全国の各支

店及び営業所で申込みの取扱いをいたします。

 

(4) 【払込取扱場所】

店名 所在地

株式会社三井住友銀行　神田支店 東京都千代田区神田小川町一丁目１番
 

(注)　上記の払込取扱場所での申込みの取扱いは行いません。

 

３ 【株式の引受け】

引受人の氏名又は名称 住所 引受株式数 引受けの条件

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号 100,000,000株

１　買取引受けによ
ります。

２　引受人は新株式
払込金として、
払込期日に払込
取扱場所へ発行
価額と同額を払
込むことといた
します。

３　引受手数料は支
払われません。
ただし、一般募
集における価額
（発行価格）と
発行価額との差
額は引受人の手
取 金 と な り ま
す。

計 ― 100,000,000株 ―
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４ 【新規発行による手取金の使途】

(1) 【新規発行による手取金の額】

払込金額の総額 (円) 発行諸費用の概算額 (円) 差引手取概算額 (円)

27,165,499,000 138,713,000 27,026,786,000
 

(注) １　引受手数料は支払われないため、「発行諸費用の概算額」は、これ以外の費用を合計したものであります。

また、消費税等は含まれておりません。

２　払込金額の総額（発行価額の総額）は、平成27年２月27日（金）現在の株式会社東京証券取引所における当

社普通株式の終値を基準として算出した見込額であります。

 

(2) 【手取金の使途】

上記差引手取概算額27,026,786,000円については、一般募集と同日付をもって取締役会で決議された本第三者割

当増資の手取概算額上限4,055,012,000円と合わせて、手取概算額合計上限31,081,798,000円について、

31,000,000,000円は平成27年３月から平成29年12月末までに免税ネットワークの構築に向けた新規出店及び既存店

舗の改装等の設備投資資金の一部に充当し、残額が生じた場合は、平成28年12月末までに国内店舗事業における商

品仕入や貿易仲介事業におけるOEM製品の投入等、製品在庫を確保するための運転資金に充当する予定であります。

なお、具体的な資金需要の発生までは、安全性の高い銀行預金等により資金管理を図る予定です。

また、後記「第三部　参照情報　第１　参照書類」に掲げた有価証券報告書に記載された重要な設備の新設等の

計画については、本有価証券届出書提出日（平成27年３月９日）現在（ただし、既支払額については平成27年１月

31日現在）、以下のとおりとなっております。

事業所所在地
店舗数

設備の
内容

投資予定金額
資金調達方法

着手及び完了予定年月 完成後の
延床面積
(㎡)

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

秋葉原本店
(東京都千代田区)

改装 1,250 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成28年12月

平成28年１月～
平成28年12月

3,131

大阪上海新天地店
(大阪府大阪市)

改装 720 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成27年12月

平成27年３月～
平成27年12月

3,306

秋葉原ABC店
(東京都千代田区)

改装 600 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成27年12月

平成27年３月～
平成27年12月

1,021

キャナルシティ博多店
(福岡県福岡市)

改装 500 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成27年12月

平成27年３月～
平成27年12月

4,182

道頓堀店
(大阪府大阪市)

改装 400 ― 自己資金、借入金、増資資金 平成27年１月 平成27年３月 661

新宿WATCH
(東京都新宿区)

改装 250 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成27年12月

平成27年３月～
平成27年12月

846

沖縄あしびなー店
(沖縄県豊見城市)

改装 50 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成27年12月

平成27年３月～
平成27年12月

331

銀座店
(東京都中央区)

土地取得
及び新規
出店

15,023 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成28年12月

平成27年３月～
平成28年12月

2,248

心斎橋店
(大阪府大阪市)

土地取得
及び新規
出店

3,202 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成27年12月

平成27年３月～
平成27年12月

780

銀座新館
(東京都中央区)

新規出店 2,129 ― 自己資金、借入金、増資資金 平成27年６月 平成27年９月 1,322

新宿店
(東京都新宿区)

新規出店 2,107 120 自己資金、借入金、増資資金 平成27年１月 平成27年６月 1,983

お台場店
(東京都港区)

新規出店 716 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成27年12月

平成27年３月～
平成27年12月

645

長崎店
(長崎県長崎市)

新規出店 624 ― 自己資金、借入金、増資資金 平成27年２月 平成27年４月 860

福岡店
(福岡県福岡市)

新規出店 446 ― 自己資金、借入金、増資資金 平成27年７月 平成27年９月 459

小樽店
(北海道小樽市)

新規出店 314 ― 自己資金、借入金、増資資金 平成27年４月 平成27年６月 344

函館店
(北海道函館市)

新規出店 131 ― 自己資金、借入金、増資資金 平成27年３月 平成27年５月 169
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事業所所在地
店舗数

設備の
内容

投資予定金額
資金調達方法

着手及び完了予定年月 完成後の
延床面積
(㎡)

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

日光店
(栃木県日光市)

新規出店 128 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成27年３月～
平成27年12月

平成27年３月～
平成27年12月

165

太宰府店
(福岡県太宰府市)

新規出店 103 ― 自己資金、借入金、増資資金 平成27年３月 平成27年５月 132

北海道・東北地方
２店舗

（北海道、宮城県）

新規出店
及び改装

287 ― 自己資金、借入金、増資資金
平成28年１月～
平成29年12月

平成28年１月～
平成29年12月

1,091

関東地方12店舗
（東京都、千葉県、
神奈川県、茨城県、

栃木県）

新規出店
及び増床

5,975 ―
自己資金、借入金、増資資
金、本新株予約権の発行及び
行使による調達資金

平成28年１月～
平成29年12月

平成28年１月～
平成29年12月

6,496

中部地方５店舗
（愛知県、静岡県、
長野県、岐阜県）

新規出店 2,156 ―
自己資金、借入金、本新株予
約権の発行及び行使による調
達資金

平成29年１月～
平成29年12月

平成29年１月～
平成29年12月

2,083

近畿地方７店舗
（大阪府、京都府、

兵庫県）
新規出店 5,667 ―

自己資金、借入金、増資資
金、本新株予約権の発行及び
行使による調達資金

平成28年１月～
平成29年12月

平成28年１月～
平成29年12月

4,496

九州地方６店舗
（沖縄県、福岡県、
佐賀県、大分県）

新規出店 2,265 ―
自己資金、借入金、増資資
金、本新株予約権の発行及び
行使による調達資金

平成28年１月～
平成29年12月

平成28年１月～
平成29年12月

2,446

合計 45,043 120 ― ― ― 39,197
 

(注)　本新株予約権の内容に関しましては、後記「募集又は売出しに関する特別記載事項　３　第三者割当による第

３回新株予約権の発行について」をご参照ください。

 

（ご参考）本新株予約権の手取金の使途

平成27年３月９日（月）付の取締役会において決議された本新株予約権の払込金額の総額と本新株予約権の行使

に際して出資される財産の価額の合計額を合わせた手取概算額11,185,466,000円について、11,000,000,000円は平

成28年１月から平成29年12月末までに免税ネットワークの構築に向けた新規出店及び既存店舗の改装等の設備投資

資金の一部に充当し、100,000,000円は平成28年１月から平成29年12月末までに業務効率化を企図した基幹システム

であるERPシステム開発投資の一部に充当し、残額が生じた場合は、平成29年12月末までに当社子会社である楽購思

（上海）商貿有限公司への投融資資金に充当する予定であります。当該子会社は、当社からの投融資資金を営業所

や物流施設等、貿易仲介事業の強化に資する物流ネットワーク構築資金の一部に充当する予定であります。

なお、本新株予約権の行使による資金調達ができない場合には、自己資金・借入金等代替資金による資金調達手

段により充当する予定であります。

また、具体的な資金需要の発生までは、安全性の高い銀行預金等により資金管理を図る予定です。
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第２ 【売出要項】

 

１ 【売出株式（オーバーアロットメントによる売出し）】

種類 売出数 売出価額の総額 (円)
売出しに係る株式の所有者の住所及び

氏名又は名称

普通株式 15,000,000株 4,289,999,000
東京都千代田区丸の内三丁目３番１号
ＳＭＢＣ日興証券株式会社

 

(注) １　オーバーアロットメントによる売出しは、一般募集に伴い、その需要状況等を勘案して行われる、一般募集

の主幹事会社であるＳＭＢＣ日興証券株式会社が貸株人より借り入れる当社普通株式の売出しであります。

なお、上記売出数は上限の株式数を示したものであり、需要状況等により減少する場合、又はオーバーア

ロットメントによる売出しが全く行われない場合があります。

オーバーアロットメントによる売出し等の内容に関しましては、後記「募集又は売出しに関する特別記載事

項　１　オーバーアロットメントによる売出し等について」をご参照ください。

今後、売出数が決定された場合は、発行価格等（発行価格、発行価額、資本組入額、売出価格及び引受人の

手取金）及び発行価格等の決定に伴い連動して訂正される事項（発行価額の総額、資本組入額の総額、差引

手取概算額、本第三者割当増資の手取概算額上限、手取概算額合計上限、手取金の使途、本新株予約権の払

込金額の総額と本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額の合計額を合わせた手取概算額、（ご参

考）本新株予約権の手取金の使途、オーバーアロットメントによる売出しの売出数、オーバーアロットメン

トによる売出しの売出価額の総額、本新株予約権の発行価額の総額、本新株予約権の発行価格及び本新株予

約権の行使時の払込金額）について、目論見書の訂正事項分の交付に代え、発行価格等決定日の翌日付の日

本経済新聞及び発行価格等の決定に係る有価証券届出書の訂正届出書の提出後から申込期間の末日までの期

間中のインターネット上の当社ウェブサイト（［URL］http://www.laox.co.jp/）（新聞等）において公表

します。なお、発行価格等が決定される前に有価証券届出書の記載内容について訂正が行われる場合には、

目論見書の訂正事項分が交付されます。また、発行価格等の決定に際し、発行価格等及び発行価格等の決定

に伴い連動して訂正される事項以外の記載内容についての訂正が含まれる場合には、目論見書の訂正事項分

が交付され、新聞等による公表は行いません。

２　振替機関の名称及び住所

株式会社証券保管振替機構

東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号

３　売出価額の総額は、平成27年２月27日（金）現在の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の終値を

基準として算出した見込額であります。

 

２ 【売出しの条件（オーバーアロットメントによる売出し）】

売出価格
(円)

申込期間 申込単位
申込証拠金

(円)
申込受付場所

引受人の住所及び氏名
又は名称

元引受契約の
内容

未定
(注)１

自　平成27年
３月19日(木)
至　平成27年
３月20日(金)

(注)１

1,000株
１株につき
売出価格と
同一の金額

ＳＭＢＣ 日
興証券株式
会社及びそ
の委託販売
先金融商品
取引業者の
本店並びに
全国の各支
店及び営業
所

― ―

 

(注) １　売出価格及び申込期間については、前記「第１　募集要項　２　株式募集の方法及び条件　(2) 募集の条

件」において決定される発行価格及び申込期間とそれぞれ同一とします。

２　申込みの方法は、申込期間内に申込受付場所へ申込証拠金を添えて申込みをするものとします。

３　申込証拠金には、利息をつけません。

４　株式の受渡期日は、前記「第１　募集要項　２　株式募集の方法及び条件　(2) 募集の条件」における株式

の受渡期日と同日とします。

株式は、受渡期日から売買を行うことができます。

社債、株式等の振替に関する法律の適用により、株式の売買は、振替機関又は口座管理機関における振替口

座での振替えにより行われます。
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【募集又は売出しに関する特別記載事項】

 

１　オーバーアロットメントによる売出し等について

一般募集に伴い、その需要状況等を勘案し、15,000,000株を上限として、一般募集の主幹事会社であるＳＭＢＣ

日興証券株式会社が貸株人より借り入れる当社普通株式の売出し（オーバーアロットメントによる売出し）を行う

場合があります。なお、当該売出数は上限の株式数を示したものであり、需要状況等により減少する場合、又は

オーバーアロットメントによる売出しが全く行われない場合があります。

オーバーアロットメントによる売出しに関連して、ＳＭＢＣ日興証券株式会社が貸株人から借り入れた当社普通

株式（以下「借入株式」という。）の返還に必要な株式を取得させるために、当社は、平成27年３月９日付の取締

役会において、ＳＭＢＣ日興証券株式会社を割当先とする第三者割当増資（本第三者割当増資）を行うことを決議

しております。

ＳＭＢＣ日興証券株式会社は、借入株式の返還を目的として、一般募集及びオーバーアロットメントによる売出

しの申込期間終了日の翌日から平成27年４月17日（金）までの間（以下「シンジケートカバー取引期間」という。

（注））、オーバーアロットメントによる売出しに係る株式数（以下「上限株式数」という。）の範囲内で株式会

社東京証券取引所において当社普通株式の買付け（以下「シンジケートカバー取引」という。）を行う場合があ

り、当該シンジケートカバー取引で買付けられた当社普通株式は借入株式の返還に充当されます。なお、シンジ

ケートカバー取引期間内においても、ＳＭＢＣ日興証券株式会社の判断で、シンジケートカバー取引を全く行わな

い場合、又は上限株式数に至らない株式数でシンジケートカバー取引を終了させる場合があります。

また、ＳＭＢＣ日興証券株式会社は、一般募集及びオーバーアロットメントによる売出しの申込期間中、当社普

通株式について安定操作取引を行うことがあり、当該安定操作取引で買付けた当社普通株式の全部又は一部を借入

株式の返還に充当する場合があります。

ＳＭＢＣ日興証券株式会社は、オーバーアロットメントによる売出しに係る株式数から、安定操作取引及びシン

ジケートカバー取引により買付けし借入株式の返還に充当する株式数を控除した株式数についてのみ、本第三者割

当増資の割当に応じる予定であります。したがって、本第三者割当増資における発行数の全部又は一部につき申込

みが行われず、その結果、失権により本第三者割当増資における最終的な発行数が減少する場合、又は発行そのも

のが全く行われない場合があります。

ＳＭＢＣ日興証券株式会社が本第三者割当増資の割当に応じる場合には、ＳＭＢＣ日興証券株式会社はオーバー

アロットメントによる売出しによる手取金をもとに払込みを行います。

オーバーアロットメントによる売出しが行われるか否か及びオーバーアロットメントによる売出しが行われる場

合の売出数については、発行価格等決定日に決定されます。オーバーアロットメントによる売出しが行われない場

合は、ＳＭＢＣ日興証券株式会社による貸株人からの当社普通株式の借り入れは行われません。したがって、ＳＭ

ＢＣ日興証券株式会社は本第三者割当増資に係る割当に応じず、申込みを行わないため、失権により、本第三者割

当増資による新株式発行は全く行われません。また、株式会社東京証券取引所におけるシンジケートカバー取引も

行われません。

(注)　シンジケートカバー取引期間は、

①　発行価格等決定日が平成27年３月16日（月）の場合、「平成27年３月19日（木）から平成27年４月17日

（金）までの間」

②　発行価格等決定日が平成27年３月17日（火）の場合、「平成27年３月20日（金）から平成27年４月17日

（金）までの間」

③　発行価格等決定日が平成27年３月18日（水）の場合、「平成27年３月21日（土）から平成27年４月17日

（金）までの間」

となります。
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２　本第三者割当増資について

前記「１　オーバーアロットメントによる売出し等について」に記載のＳＭＢＣ日興証券株式会社を割当先とす

る本第三者割当増資について、当社が平成27年３月９日（月）付の取締役会において決議した内容は、以下のとお

りです。

(1) 募集株式の数は、当社普通株式15,000,000株とします。

(2) 払込金額は、１株につき、前記「第１　募集要項　２　株式募集の方法及び条件　(2) 募集の条件」において

決定される一般募集における発行価額（払込金額）と同一とします。

(3) 増加する資本金の額は、会社計算規則第14条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額と

し、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げるものとします。

また、増加する資本準備金の額は、当該資本金等増加限度額から上記の増加する資本金の額を減じた額としま

す。

(4) 払込期日は、平成27年４月22日（水）とします。

 

３　第三者割当による第３回新株予約権の発行について

当社は、一般募集及びオーバーアロットメントによる売出しと並行して、平成27年３月９日（月）付の取締役会

において、GRANDA MAGIC LIMITEDを割当先とする第三者割当（以下「並行第三者割当」という。）による第３回新

株予約権（以下「本新株予約権」という。）の発行を行うことを決議しております。

並行第三者割当による本新株予約権の発行にあたり、当社は日本証券業協会の定める株券等の募集等の引受け等

に係る顧客への配分に関する規則第２条第３項に基づく一般募集の引受人からの要請を遵守しており、仮に並行第

三者割当による本新株予約権の発行が一般募集における親引け（発行者が指定する販売先への売付けをいい、販売

先を示唆する等実質的に類似する行為を含む。）として行われた場合であっても、同規則第２条第２項に規定する

親引けの禁止の例外に該当するものであります。なお、一般募集が中止となる場合は、並行第三者割当による本新

株予約権の発行も中止いたします。
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なお、本新株予約権の概要は以下のとおりです。並行第三者割当による本新株予約権の発行に関する詳細につき

ましては、当社が平成27年３月９日（月）に提出の本新株予約権に係る有価証券届出書をご参照ください。

発行数 350個（本新株予約権１個につき100,000株）

本新株予約権の発行価額

の総額

73,989,000円（注）

本新株予約権の発行価格 未定（行使価額等決定日（以下に定義する。）における株式会社東京証券取引所の

当社普通株式の普通取引の終値（当日に終値がない場合は、その日に先立つ直近日

の終値）の一定料率に相当する金額に100,000を乗じた額。）

本新株予約権の行使時の

払込金額

未定（本新株予約権の行使により当社が当社普通株式を交付する場合における株式

１株当たりの出資される財産の価額（以下「行使価額」という。）は、当初、平成

27年３月16日（月）から平成27年３月18日（水）までの間のいずれかの日（以下

「行使価額等決定日」という。）における株式会社東京証券取引所の当社普通株式

の普通取引の終値（当日に終値がない場合は、その日に先立つ直近日の終値）に、

1.06を乗じた額。）

新株予約権の目的となる

株式の数

本新株予約権の目的である株式の総数は35,000,000株（本新株予約権１個あたりの

目的である株式の数（以下「割当株式数」という。）は100,000株）とします。ただ

し、行使価額が調整される場合には、本新株予約権の目的である株式の総数は調整

後割当株式数に応じて調整されるものとします。

新株予約権の行使期間 平成27年４月６日（月）（当日を含む。）から平成30年４月３日（火）（当日を含

む。）までとします。

割当日 平成27年４月３日（金）

新株予約権の行使制限 当社は、本新株予約権を割り当てると同時に、GRANDA MAGIC LIMITEDとの間におい

て、本新株予約権の行使プロセス等について取り決めたファシリティ契約（以下

「本ファシリティ契約」という。）の締結を行います。

本ファシリティ契約の概要は、原則として当社がGRANDA MAGIC LIMITEDに対して行

使要請を行った場合に限り本新株予約権の行使を可能とすること、GRANDA MAGIC

LIMITEDは当社の要請に従い本新株予約権を行使するよう最大限努力すること等が規

定されます。
 

(注)　発行価額の総額は、平成27年２月27日（金）現在の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の普通取引

の終値を基準として算出した見込額であります。
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４　ロックアップについて

(1) 当社株主である日本観光免税株式会社及び中文産業株式会社は、一般募集に関し、ＳＭＢＣ日興証券株式会社

に対して、発行価格等決定日に始まり、一般募集の受渡期日から起算して180日目の日に終了する期間中は、Ｓ

ＭＢＣ日興証券株式会社の事前の書面による承諾を受けることなく、発行価格等決定日に自己の計算で保有す

る当社普通株式（潜在株式を含む。）の売却等しない旨を合意しております。

(2) 本新株予約権の割当先で当社株主であるGRANDA MAGIC LIMITEDは、一般募集に関し、ＳＭＢＣ日興証券株式会

社に対して、発行価格等決定日に始まり、本新株予約権の割当日から起算して180日目の日に終了する期間中

は、ＳＭＢＣ日興証券株式会社の事前の書面による承諾を受けることなく、発行価格等決定日に自己の計算で

保有する当社普通株式（潜在株式を含む。）の売却等しないこと、並びに本新株予約権の権利行使、譲渡又は

売却を行わない旨を合意しております。

(3) 当社は、一般募集に関し、ＳＭＢＣ日興証券株式会社に対して、発行価格等決定日に始まり、一般募集の受渡

期日から起算して180日目の日に終了する期間中は、ＳＭＢＣ日興証券株式会社の事前の書面による承諾を受け

ることなく、当社普通株式及び当社普通株式を取得する権利あるいは義務を有する有価証券の発行又は売却

（並行第三者割当による本新株予約権の発行、本第三者割当増資に係る新株式発行並びに株式分割及びストッ

クオプションに関わる発行若しくは交付を除く。）を行わない旨を合意しております。

 
なお、上記(1)から(3)の場合において、ＳＭＢＣ日興証券株式会社は、その裁量で当該合意内容の一部若しくは

全部につき解除し、又はその制限期間を短縮する権限を有しております。

　

５　GRANDA GALAXY LIMITEDを割当先とした第三者割当増資等における割当先の保有方針について

当社は、平成23年６月28日開催の取締役会に基づき、蘇寧電器集団有限公司の100％孫会社である

GRANDA GALAXY LIMITEDを割当先として、第三者割当による新株式発行を行っておりますが、その際、

GRANDA GALAXY LIMITED及びその実質的な出資者である蘇寧電器集団有限公司より、当社株式を当社企業価値の向上

を支援することが目的であり中長期的な視点で保有する意向であることを確認しております。

なお、GRANDA GALAXY LIMITEDは、平成26年12月４日にその保有株式のうち一部を売却しておりますが、本有価証

券届出書提出日（平成27年３月９日）現在、当社は、GRANDA GALAXY LIMITED及びその親会社である蘇寧電器集団有

限公司から、平成23年６月28日に締結した資本業務提携の基本方針に変更はなく、当社株式の保有方針についても

従来とおり変更はないことを確認しております。
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第３ 【第三者割当の場合の特記事項】

　

該当事項はありません。
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第４ 【その他の記載事項】

 

特に新株式発行並びに株式売出届出目論見書に記載しようとする事項は次のとおりであります。

 
・表紙に当社のロゴマーク を記載いたします。

 

 
・表紙裏に以下の内容を記載いたします。

 
１　今後、発行価格等（発行価格、発行価額、資本組入額、売出価格及び引受人の手取金をいい、以下「発行価格等」

という。）が決定された場合は、発行価格等及び発行価格等の決定に伴い連動して訂正される事項（発行価額の総

額、資本組入額の総額、差引手取概算額、本第三者割当増資の手取概算額上限、手取概算額合計上限、手取金の使

途、本新株予約権の払込金額の総額と本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額の合計額を合わせた手取

概算額、（ご参考）本新株予約権の手取金の使途、オーバーアロットメントによる売出しの売出数、オーバーア

ロットメントによる売出しの売出価額の総額、本新株予約権の発行価額の総額、本新株予約権の発行価格及び本新

株予約権の行使時の払込金額をいい、以下「発行価格等の決定に伴い連動して訂正される事項」という。）につい

て、目論見書の訂正事項分の交付に代え、発行価格等決定日の翌日付の日本経済新聞及び発行価格等の決定に係る

有価証券届出書の訂正届出書の提出後から申込期間の末日までの期間中のインターネット上の当社ウェブサイト

（［URL］http://www.laox.co.jp/）（以下「新聞等」という。）において公表します。なお、発行価格等が決定さ

れる前に有価証券届出書の記載内容について訂正が行われる場合には、目論見書の訂正事項分が交付されます。ま

た、発行価格等の決定に際し、発行価格等及び発行価格等の決定に伴い連動して訂正される事項以外の記載内容に

ついての訂正が含まれる場合には、目論見書の訂正事項分が交付され、新聞等による公表は行いません。

 
２　募集又は売出しの公表後における空売りについて

(1) 金融商品取引法施行令（以下「金商法施行令」という。）第26条の６の規定により、「有価証券の取引等の規制

に関する内閣府令」（以下「取引等規制府令」という。）第15条の５に定める期間（有価証券の募集又は売出し

について、有価証券届出書が公衆の縦覧に供された日の翌日から、発行価格又は売出価格を決定したことによる

当該有価証券届出書の訂正届出書が公衆の縦覧に供された時までの間）において、当該有価証券と同一の銘柄に

つき取引所金融商品市場又は金商法施行令第26条の２の２第７項に規定する私設取引システムにおける空売り

（注１）又はその委託若しくは委託の取次ぎの申込みを行った投資家は、当該募集又は売出しに応じて取得した

有価証券により当該空売りに係る有価証券の借入れ（注２）の決済を行うことはできません。

(2) 金融商品取引業者等は、(1)に規定する投資家がその行った空売り（注１）に係る有価証券の借入れ（注２）の決

済を行うために当該募集又は売出しに応じる場合には、当該募集又は売出しの取扱いにより有価証券を取得させ

ることができません。

(注) １　取引等規制府令第15条の７各号に掲げる、次の取引を除きます。

・先物取引

・国債証券、地方債証券、社債券（新株予約権付社債券及び交換社債券を除く。）等の空売り

・取引所金融商品市場における立会外売買による空売り

２　取引等規制府令第15条の６に定めるもの（売戻条件付売買又はこれに類似する取引による買付け）を含

みます。

 
・表紙の次に、以下の「１．企業概要」から「４－２．経営戦略」までの内容をカラー印刷したものを記載いたし

ます。
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・第一部　証券情報の直前に以下の内容を記載いたします。

 
（株価情報等）

１ 【株価、ＰＥＲ及び株式売買高の推移】

平成24年３月５日から平成27年２月27日までの株式会社東京証券取引所における当社普通株式の株価、ＰＥＲ及び

株式売買高の推移（週単位）は以下のとおりであります。
　

　

(注) １　・株価のグラフ中の１本の罫線は、週単位の始値、高値、安値、終値の４種類の株価を表しております。

・始値と終値の間は箱形、高値と安値の間は線で表しております。

・終値が始値より高い時は中を白ぬき、安い時は中黒で表しております。

２　ＰＥＲの算出は以下の算式によります。

ＰＥＲ（倍）＝
週末の終値

１株当たり当期純損益 (連結)
 

平成24年３月５日から平成24年12月31日については、平成23年12月期有価証券報告書の平成23年12月期の連

結財務諸表の１株当たり当期純損失を使用。

平成25年１月１日から平成25年12月31日については、平成24年12月期有価証券報告書の平成24年12月期の連

結財務諸表の１株当たり当期純損失を使用。

平成26年１月１日から平成26年12月31日については、平成25年12月期有価証券報告書の平成25年12月期の連

結財務諸表の１株当たり当期純損失を使用。

平成27年１月１日から平成27年２月27日については、平成27年２月12日に公表した平成26年12月期の未監査

の連結財務諸表の１株当たり当期純利益を使用。

（平成23年12月期、平成24年12月期及び平成25年12月期は１株当たり当期純損失を計上しているため、ＰＥ

Ｒはマイナスとなっております。）
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２ 【大量保有報告書等の提出状況】

平成26年９月９日から平成27年２月27日までの間における当社株式に関する大量保有報告書等の提出状況は、下記

のとおりであります。

提出者(大量保有者)の
氏名又は名称

報告義務発生日 提出日 区分
保有株券等の
総数 (株)

株券等保有
割合 (％)

日本観光免税株式会社

平成26年月11月25日 平成26年11月28日
変更報告書
(注) １

54,897,482 10.00

中文産業株式会社 5,429,000 0.98

日本観光免税株式会社

― 平成26年12月３日
訂正報告書
(注) １、２

― ―

中文産業株式会社 5,429,000 0.99

日本観光免税株式会社

― 平成26年12月４日
訂正報告書
(注) １、３

― ―

中文産業株式会社 ― ―

GRANDA GALAXY LIMITED 平成26年12月４日 平成26年12月10日 変更報告書 55,908,000 10.19

GRANDA GALAXY LIMITED ― 平成26年12月11日
訂正報告書
(注) ４

― ―
 

(注) １　日本観光免税株式会社及び中文産業株式会社は共同保有者であります。

２　当該訂正報告書は、平成26年11月28日付で提出された変更報告書の記載内容の訂正のために提出されたもの

であります。

３　当該訂正報告書は、平成26年12月３日付で提出された訂正報告書の記載内容の訂正のために提出されたもの

であります。

４　当該訂正報告書は、平成26年12月10日付で提出された変更報告書の記載内容の訂正のために提出されたもの

であります。

５　上記の大量保有報告書等は関東財務局に、また大量保有報告書等の写しは当社普通株式が上場している株式

会社東京証券取引所に備置され、一般の縦覧に供されております。
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第二部 【公開買付けに関する情報】

 

該当事項はありません。

 

第三部 【参照情報】

 

第１ 【参照書類】

 

会社の概況及び事業の概況等金融商品取引法第５条第１項第２号に掲げる事項については、以下に掲げる書類を参

照してください。

 

１ 【有価証券報告書及びその添付書類】

事業年度第38期（自　平成25年１月１日　至　平成25年12月31日）　平成26年３月28日関東財務局長に提出

 

２ 【四半期報告書又は半期報告書】

事業年度第39期第１四半期（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）　平成26年５月14日関東財務局長に

提出

 

３ 【四半期報告書又は半期報告書】

事業年度第39期第２四半期（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）　平成26年８月12日関東財務局長に

提出

 

４ 【四半期報告書又は半期報告書】

事業年度第39期第３四半期（自　平成26年７月１日　至　平成26年９月30日）　平成26年11月12日関東財務局長に

提出

 

５ 【臨時報告書】

１の有価証券報告書提出後、本有価証券届出書提出日（平成27年３月９日）までに、金融商品取引法第24条の５第

４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づく臨時報告書を平成26年３月31日

に関東財務局長に提出
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第２ 【参照書類の補完情報】

　

上記に掲げた参照書類であります有価証券報告書及び四半期報告書（以下「有価証券報告書等」という。）に記載

された「対処すべき課題」及び「事業等のリスク」について、当該有価証券報告書等の提出日以後、本有価証券届出

書提出日（平成27年３月９日）までの間において変更及び追加すべき事項が生じております。下記の「対処すべき課

題」及び「事業等のリスク」は当該有価証券報告書等に記載された内容を一括して記載したものであり、当該変更及

び追加箇所については＿＿＿罫で示しております。

なお、有価証券報告書等に将来に関する事項が記載されておりますが、下記の「対処すべき課題」及び「事業等の

リスク」に記載されたものを除き、当該事項については本有価証券届出書提出日（平成27年３月９日）現在において

もその判断に変更はなく、また新たに記載する将来に関する事項もありません。

 

＜対処すべき課題＞

(1) 持続的な成長

当社グループにおいては、引き続き主要３事業に積極的に取り組んでまいりますが、その中で特にジャパンプ

レミアムを世界に届けることを最重要課題としております。

円安の進捗、査証緩和の政策的後押し等により訪日外国人観光客の増加が見込まれる中、異業種やグローバル

免税店の参入、既存小売店の免税ビジネス強化によりインバウンド業界の競争も激化してきております。その中

で、日本における総合免税ネットワークの先駆者としてのポジションを維持強化するため、商品とサービスを拡

充し「国内店舗事業」を大きく発展させることです。また「貿易仲介事業」を収益事業として確立し、「中国出

店事業」の黒字化に取り組んでまいります。引き続き事業の拡大スピードに応じた内部統制の整備、管理体制の

強化を行い、業務オペレーションの効率化、人財の採用・育成を推進し、課題解決に取り組んでまいります。

 

(2) 中長期的な会社の経営戦略

当社は、平成27年２月12日の取締役会において、平成27年度から平成29年度までの３ヵ年の第２次中期経営計

画を策定いたしました。第１次中期経営計画における再生ステージに続き、第２次中期経営計画においては成長

ステージとしてジャパンプレミアムの体現を推進し、主要３事業を拡大してまいります。

国内店舗事業においては、「日本一の免税ネットワークを目指す」、「グローバルおもてなしで顧客満足度向

上へ」、「メーカー＆商社＝お客様＝当社　全てが満足する３WINの関係を構築」を方針として、ネットワーク構

築による店舗のプレミアム、魅力的な商品構成によるＭＤのプレミアム、お客様満足度の高いサービスを提供す

る人材のプレミアムといった３つのプレミアムの創出により、お客様満足度の向上を目指してまいります。

具体的には、出店戦略として首都圏、関西地区、九州地区、北海道地区への旗艦店、大型店の出店をはじめと

し、訪日観光客に人気のエリアに大中小規模の店舗をくまなく出店することで店舗網の拡大を積極的に推進いた

します。

さらに、ＭＤ戦略として、高品質で安全性の高いメイドインジャパン製品にこだわり、「日本製の良い商品を

求める人」に向けた品揃えを強化してまいります。また、当社の強みでもある独自のオペレーションシステムに

よる効率性の高い店内オペレーション、免税事業のノウハウ蓄積に基づく強力な営業体制については引き続き強

化していく方針であります。

中国出店事業においては、中国市場におけるメイドインジャパン商品の販売を目的に、市場動向に合わせ実店

舗とＥＣとのバランス及び融合を図りつつ展開いたします。中国国内ＥＣサイト大手の親会社蘇寧雲商集団股份

有限公司が運営する「Suning.com」へ「Laox海外旗艦店」を出店したことを足掛かりに、ＥＣにおける販売促進

を強化するとともに「銀聯オンラインモール日本館」「楽天グローバルマーケット」をはじめ、今後も中国各サ

イトと代理店出店、商品供給ともに連携を深め、日本商品専門サイトならラオックスというポジションへの成長

を図ってまいります。

貿易仲介事業においては、市場動向にあわせ、輸出入のバランスを見極めつつ商品開発を強化し、メイドイン

ジャパンの高品質で安全な商品を世界へ輸出してまいります。

当社は、主要３事業における各戦略を推進し、それぞれの事業規模の拡大と収益力強化を図り、中期経営計画

の実現を目指してまいります。
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＜事業等のリスク＞

当社グループにおいて、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがござい

ます。なお、文中の将来に関する事項は、本有価証券届出書提出日（平成27年３月９日）現在において当社が判断

したものであります。当社グループはこれらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び対応に努める

所存であります。

①　カントリーリスクについて

当社グループが行なっている主要３事業「国内店舗事業」「中国出店事業」「貿易仲介事業」、とりわけ「国

内店舗事業」における免税品販売事業は、海外諸国、なかでも中国の政治・経済情勢、外国為替相場等の変動に

大きな影響を受けます。何らかの事由により、中国や海外諸国において政治・社会不安、経済情勢の悪化、法

令・政策の変更などが起こり、訪日観光客の大幅な減少や当社グループが提供する商品に対する需要減退等が生

じた場合、当社グループの業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。

②　中国国内の家電量販業について

当社グループは中国において家電量販業を基本とした事業を行なっておりますが、中国国内の商圏の変化は激

しく非店舗小売業との生存競争は激烈です。よって当社グループの中国国内の既存店においても他社の店舗戦略

や競合状況によって、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

③　国内店舗事業の競合について

当社は、総合免税店として日本最大級の充実した店舗ネットワークを構築するため、多店舗展開を目指してお

りますが、インバウンド市場が拡大すると共に、異業種からの新規参入やグローバル免税店の出店、既存小売店

の免税ビスネス強化により各店舗間の競合状況は激化してきております。そのため総合免税ネットワークの先駆

者としてのポジションを維持するため出店スピードを強化しておりますが、当社の計画通りに出店を行うことが

出来ない場合は、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

④　特定経営者への依存及び人材確保について

当社グループは代表取締役を含む役員・幹部社員等の知識・経験などがグループの経営、業務執行において重

要な役割を果たしており、これらは当社グループにおける重要な経営資源と考えられます。

しかし、これらの役職員が何らかの理由によって退任、退職し、後任者の採用が困難になった場合、当社グ

ループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑤　個人情報保護について

当社グループでは、メンバーズカード会員をはじめ店舗及びインターネット通販顧客などに関する多くの個人

情報を保有しており、社内に「コンプライアンス委員会」及び「内部監査室」を設置し、当社グループの業務が

法令順守の方針に沿って運営されているかを監査しております。しかし、コンピューターシステムのトラブル等

による予期せぬ情報漏洩が発生する可能性は残っており、その場合、当社は社会的信用を失うとともに、当社グ

ループの業績に大きな影響を及ぼす可能性があります。

⑥　商品の安全性について

当社グループでは、店舗での商品の販売のほか、自社開発商品の開発・販売を行っております。商品の安全性

に関する社会の期待、関心は高まっており、当社グループにおいても仕入に際しての品質基準の見直しや品質検

査、適法検査等を強化し、安全な製品の供給に努めております。しかしながら、当社グループが販売した商品に

不具合等が発生した場合は、大規模な返品、製造物責任法に基づく損害賠償や対応費用の発生、信用失墜等によ

り、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑦　自然災害・事故等について

当社グループにおいて、大地震や台風の自然災害、著しい天候不順、予期せぬ事故等が発生した場合、客数低

下による売上減少のみならず、店舗等に物理的な損害が生じ、当社グループの販売活動・流通・仕入活動が妨げ

られる可能性があります。また、国内外を問わず、災害、事故、暴動、テロ活動、また当社グループとの取引先

や仕入・流通ネットワークに影響を及ぼす事象が発生した場合も同様に当社グループの事業に支障をきたす可能

性があります。
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⑧　法的規制によるリスク

当社グループは、国内及び海外において様々な法令や規制の適用を受けて事業展開を行っております。当社グ

ループでは、コンプライアンスを経営上の重要な課題と位置づけ、その強化に努めておりますが、コンプライア

ンス上のリスクを完全に排除することはできません。当社グループの事業活動が法令や規制に抵触するような事

態が発生したり、予期せぬ法令や規制の新設・変更が行われたりした場合、経営成績、財政状態に悪影響を及ぼ

す可能性があります。

⑨　役員・社員の内部統制によるリスク

当社グループは、コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス及びリスク管理を経営上の重要な課題と位置

付けており、内部統制システム整備の基本方針を定め、同システムの継続的な充実・強化を図っております。業

務運営においては役員・社員の不正及び不法行為の防止に万全を期しておりますが、万一かかる行為が発生した

場合、経営成績、財政状態及び当社の社会的信用に悪影響を及ぼす可能性があります。

 
第３ 【参照書類を縦覧に供している場所】

 

ラオックス株式会社　本店

（東京都港区芝二丁目７番17号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

第四部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

第五部 【特別情報】

 

該当事項はありません。
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